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（ 新 課 程 用 ）

農 業 と 環 境 単 位 数 ４ 単 位

（ 栽 培 ・ 環 境 分 野 ）
学科・学年 農 林 技 術 科 ・ 第 １ 学 年

１ 学習到達目標等

１ 農 業 生 物 の 育 成 に つ い て の 体 験 的 ,探 求 的 な 学 習 を 通 じ て 農 業 に 関 す る

学習の到達目標 基 礎 的 知 識 と 技 術 を 習 得 さ せ る 。

２ 農 業 と 環 境 の 学 習 に つ い て 興 味 関 心 を 高 め る と と も に 科 学 的 思 考 力 と

問 題 解 決 力 を 伸 ば し ,農 業 の 各 分 野 の 発 展 を 図 る 能 力 と 態 度 を 育 て る 。

使用教科書・副教材等 農 業 と 環 境 （ 実 教 出 版 ）

２ 学習計画及び評価方法等
（１）学習計画等

学 単 元 名 月 学 習 の ね ら い 備 考 考
期 学 習 内 容 評 価 規 準 (学習活動の特記事項 他) 査

一 第 １ 章 農 業 と 環 境 ４ ・ 農 業 と 環 境 の 学 習 内 容 を 紹 介 し ， ・ 生 命 を 扱 う こ と の

・ プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 興 味 関 心 を 高 め る ｡ 大 切 さ を 知 る た め に ， 中
学 第 ６ 章 学 校 農 業 ク ラ ブ ・ 農 業 ク ラ ブ 活 動 を 理 解 す る 。 栽 培 過 程 で 起 こ 様 々 間

第 ２ 章 私 た ち の 暮 ら し と ５ ・ 農 業 ・ 農 村 の 役 割 と 環 境 と の 関 わ な 現 象 の 原 因 と 結 果 考
期 農 業 ・ 農 村 り を 理 解 す る 。 を 考 え ま す 。 査

第 ４ 章 栽 培 と 飼 育 の プ ロ ・ 春 作 野 菜 を 種 ま き か ら 収 穫 ,そ の 後 ・ 地 域 の 農 業 を 知 る

ジ ェ ク ト ６ の 利 用 ま で 一 貫 し た 学 習 に よ り ， 栽 た め ， 環 境 に つ い て

・ ﾄｳﾓﾛｺｼ （ 穀 実 類 ） 培 の 基 本 的 な 栽 培 知 識 ,技 術 を 身 に 調 査 研 究 し ま す 。 期
・ ト マ ト （ 果 菜 類 ） 付 け ， 栽 培 上 の 環 境 に つ い て 学 ぶ 。 ・ ト ウ モ ロ コ シ ・ な 末
・ ピ ー マ ン （ 果 菜 類 ７ さ ら に プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 法 に つ い て ど の 栽 培 ・ 管 理 を 行 考

の 活 動 を 行 う 。 い ま す 。 査

【課題・提出物等】
１ 授 業 中 に 使 用 す る プ リ ン ト ， ﾉー ト を 各 段 階 で 提 出 し ま す 。
２ 実 験 ・ 実 習 に つ い て は レ ポ ー ト を 作 成 し ， 自 己 評 価 を 行 い ， 提 出 し ま す 。

【第１学期の評価方法】
※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

二 第 ３ 章 栽 培 と 飼 育 の 基 礎 ９ ・ 作 物 の 特 性 や し く み ， 栽 培 と 環 境 ・ 作 物 に 関 す る 環 境

の 関 わ り を 理 解 す る 。 に つ い て 調 査 し ま す 。 中
学 ・ 秋 作 野 菜 と 草 花 を 通 じ て 季 節 ご と ・ 春 作 で の 経 験 を ふ 間

第 ４ 章 栽 培 と 飼 育 の プ ロ の 栽 培 知 識 ,技 術 を 習 得 さ せ る ｡ ま え て ， そ れ ぞ れ 秋 考
期 ジ ェ ク ト 10 ・ 市 場 や 文 化 祭 等 を 通 じ て 収 穫 後 の 作 の 栽 培 計 画 を 立 て 査

・ ハ ク サ イ （ 葉 茎 菜 類 ） 調 整 → 出 荷 → 販 売 に 至 る ま で の 仕 組 ま す 。

・ ダ イ コ ン （ 根 菜 類 ） み を 理 解 さ せ る 。 ・ 野 菜 の 栽 培 ・ 管 理

・ キ ャ ベ ツ （ 葉 茎 菜 類 ） ・ 収 穫 物 の 利 用 法 や 花 壇 等 の 管 理 方 を 行 い ま す 。

・ ネ ギ （ 葉 茎 菜 類 ） 11 法 を 知 リ ,適 切 に で き る ｡ ・ 生 産 の 場 だ け で な
・ 地 域 の 代 表 作 物 の 深 ネ ギ 栽 培 を 導 く 販 売 や さ ら な る 付 期
入 し て ,地 域 農 業 に 関 心 を 持 た せ る 。 加 価 値 を つ け た 利 用 末
・ 利 用 部 位 に よ る 分 類 さ れ た 野 菜 ご 方 法 を 考 え ， 現 場 に 考

・ コ ナ ラ （ ク ヌ ギ ） 12 と の 栽 培 方 法 の 違 い を 知 る 。 立 っ て 経 験 し ま す 。 査
・ 栽 培 （ ド ン グ リ と 萌 芽 更 新 ） ・ 代 表 的 な 広 葉 樹 の
・ シ イ タ ケ 原 木 採 取 と 菌 打 ち 体 験 ・ 特 徴 と 利 用 に つ い て
木 炭 製 造 （ 黒 炭 製 炭 法 ） 体 験 学 習 を 行 い ま す 。

【課題・提出物等】
１ 授 業 中 に 使 用 す る プ リ ン ト ， ﾉー ト を 各 段 階 で 提 出 し ま す 。
２ 実 験 ・ 実 習 に つ い て は レ ポ ー ト を 作 成 し ， 自 己 評 価 を 行 い ， 提 出 し ま す 。

【２学期の評価方法】
※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

三 第 ２ 章 私 た ち の 暮 ら し と １ ・ 観 察 記 録 簿 を も と に パ ソ コ ン に よ ・ そ れ ぞ れ の プ ロ ジ

農 業 ・ 農 村 る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の ね ら い を 理 ェ ク ト 学 習 を ま と め ，

学 ・ プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 の ま と 解 さ せ る ｡ 発 表 し ， そ れ に 対 し

め ・ 栽 培 環 境 が 作 物 に 与 え る 影 響 に つ て お 互 い に 評 価 ・ 考
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期 ・ 作 物 栽 培 と 環 境 ２ い て 考 え さ せ る 。 察 を 行 い ま す 。 学
第 ５ 章 環 境 調 査 と 環 境 保 ・ 地 域 の 農 業 と 自 然 環 境 の 関 係 を 理 ・ 学 習 し た こ と を も 年
全 解 さ せ る 。 と に 、 地 域 農 業 や 栽 末
・ 環 境 調 査 の 方 法 ・ 植 生 や 生 物 な ど の 環 境 調 査 の 方 法 培 に 関 す る 環 境 か ら ， 考
・ 植 生 ， 生 物 ， 土 壌 ， 水 質 ３ を 学 び ， 研 究 す る ｡ こ れ か ら の 専 門 分 野 査
の 調 査 ・ ま と め と し て ， 農 業 ク ラ ブ 活 動 や で の 活 用 を 考 え ま す 。

第 ６ 章 学 習 の ま と め と 学 プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 を 理 解 す る ｡

校 農 業 ク ラ ブ 活 動

【課題・提出物等】
１ 授 業 中 に 使 用 す る プ リ ン ト ， ﾉー ト を 各 段 階 で 提 出 し ま す 。
２ 実 験 ・ 実 習 に つ い て は レ ポ ー ト を 作 成 し ， 自 己 評 価 を 行 い ， 提 出 し ま す 。

【三学期の評価方法】

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

【年間の学習状況からの評価方法】
※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。

（２）評価の観点，内容及び評価方法
学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。

評価の観点及び内容 評価方法

・ 農 業 と 環 境 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 を 習 得 し ,そ れ ぞ れ の ・ 定 期 考 査

知 識 ・ 技 能 農 業 生 産 物 の 特 性 と そ れ を 取 り 巻 く 栽 培 ・ 飼 育 環 境 と の 関 ・ 発 言

係 を 理 解 し て い る か 。 ・ 観 察 記 録 簿 の 記 入

・ 農 業 と 環 境 に 関 す る 基 礎 的 な 技 術 を 習 得 さ せ ， プ ロ ジ ェ ・ 行 動 観 察
ク ト 学 習 の 中 で 適 切 に 生 か す こ と が で き で き る か ｡ ・ 実 技

・ 農 業 に つ い て 科 学 的 な 思 考 と 問 題 解 決 能 力 を 身 に 付 け ， ・ 観 察 記 録 簿 の 記 入

思 考 ・ 判 日 々 の 観 察 記 録 簿 や 資 料 等 を 使 っ て 調 査 し た こ と の 中 か ら ・ 定 期 考 査

断 ・ 表 現 分 析 し ,考 察 す る 。 環 境 調 査 を 行 い ， 栽 培 ・ 飼 育 上 の 課 題 ・ 発 言

を 合 理 的 に 判 断 ,日 々 の 観 察 記 録 簿 の 中 で の ス ケ ッ チ を 利 ・ 行 動 観 察
用 し た 観 察 や 考 察 が 正 し く 表 現 す る こ と が で き る か ｡ ・ プ ロ ジ ェ ク ト 発 表

・ 農 業 と 環 境 に つ い て の 興 味 ・ 関 心 を 持 ち ， プ ロ ジ ェ ク ト ・ 行 動 観 察

主 体 的 に 学 学 習 に 主 体 的 に 取 り 組 み ,課 題 解 決 に 向 け て 積 極 的 活 科 学 ・ 観 察 記 録 簿 の 記 入

習 に 取 り 組 的 に 取 り 組 も う と す る 実 践 的 な 態 度 を 身 に 付 け て い る か ｡ ・ 発 言

む 態 度 ・ 定 期 考 査

【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】
「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････ ････Ａ
「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ
「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････ ････Ｃ

３ 担当者からのメッセージ

(1) 科 書 を 読 む な ど し て 予 習 を し ま し ょ う 。

確かな学力を身に付 (2) 授 業 時 間 内 の 指 導 者 の 指 示 を よ く 聞 き ， 指 示 さ れ た 内 容 に 集 中 し て 取

ける た め の ア ド バ 組 む 姿 勢 を 持 ち ま し ょ う 。

イ ス (3) 地 域 の 農 業 の 状 況 も 観 察 し ， 学 校 農 場 の 栽 培 状 況 と 比 較 し ， 異 な る 点

に つ い て は 調 べ て み ま し ょ う 。

(1) 座 学 に お い て は ， 教 科 書 ・ ノ ー ト ・ プ リ ン ト 綴 り ， 実 習 に お い て は ，

授 業 を 受 け る に 当 実 習 服 な ど 学 習 に 必 要 な 道 具 の 準 備 を 忘 れ な い こ と 。

た っ て 守 っ て ほ し (2) 授 業 中 の 指 導 者 の 指 示 に 従 う こ と 。 特 に ， 実 習 に お い て は 注 意 さ れ た

い 事 項 こ と を 守 る こ と 。

(1) 畑 等 で の 調 査 ・ 観 察 ， ス ケ ッ チ ， 教 室 で の 講 義 ， レ ポ ー ト 作 成 ， グ ラ

そ の 他 フ 作 成 な ど 様 々 な 形 態 の 学 習 を す る も の を 忘 れ な い こ と が 大 切 で す 。

(2) 指 示 を よ く 聞 い て ， 提 出 物 は 必 ず 出 し ま し ょ う 。 ま た ， 学 習 道 具 や 実
習 服 な ど の 学 習 に 向 け て の 準 備 す る も の を 忘 れ な い こ と が 大 切 で す 。
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（ 新 課 程 用 ）  

農業と環境 
（飼育・環境分野）  

単 位 数 
 
４ 単 位  

 
学科・学年 

 

 
農 林 技 術 科 ・ 第 １ 学 年  

 
 
１ 学習到達目標等  

 
 
  学習の到達目標 
 

１ ．家 畜 動 物 の 育 成 に つ い て 体 験 的・探 求 的 な 学 習 を 通 し て ，農 業 や 飼 育 環

境 に 関 す る  基 礎 的 な 知 識 と 技 術 を 身 に つ け ま す 。  
２ ．繁 殖・育 成・肥 育・ 出 荷 と 実 習 を 行 い ，農 業・農 村 ，環 境 学 習 に 対 し て

の 興 味 ・ 関  心 を 高 め ま す 。  
３ ． １ と ２ の 学 習 成 果 に 立 っ て ， 科 学 的 な 思 考 力 と 問 題 解 決 能 力 を 伸 ば し ，

農 業 と 環 境  の 各 分 野 の 発 展 を 図 る 能 力 を 身 に 付 け ま す 。  
使用教科書・副教材等 農 業 と 環 境 （ 実 教 出 版 ）  

 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  
学 
期 

単  元  名  
学  習  内  容  

 
月 

学  習  の  ね  ら  い  
評  価  規  準  

    備 考   
(学習活動の特記事項 他)  

考 
査 

 
 
 
 
 

一  
 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 

・ 「 農 業 と 環 境 」 の 学 習 に つ い て  
第 1 章 農 業 と 環 境 を 学 ぶ  
・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ学 習 と そ の 発 展  
・ 学 校 農 業 ク ラ ブ 活 動  
第 3 章  栽 培 と 飼 育 の 基 礎  
・ 家 畜 の 特 性 と 飼 育  
・ 飼 育 学 習 の 基 礎  
・ 家 畜 の 成 長 ， 繁 殖 ， 飼 料  
・ 飼 育 環 境 の 管 理 と 整 備  
第 4 章  

・ ニ ワ ト リ の 飼 育 と 利 用  

・ ニ ワ ト リ の 特 徴  

・ ニ ワ ト リ の 一 生 と 飼 育 計 画  

・ ニ ワ ト リ の 形 態  

・ プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 の 実 際  

 ふ 化 と 育 す う  
 

４  

 
 
５  
 
 
 
６  
 
 
 
 
７  
 
 

・私 た ち と 共 に 暮 ら す 動 物 た ち と

の 関 わ り を 理 解 し ま す 。  
・学 校 農 業 ク ラ ブ と プ ロ ジ ェ ク ト

の 進 め 方 に つ い て 理 解 し ま す 。  
・家 畜 の 飼 育 に 関 す る 基 本 や 家 畜

の 性 質 ，習 性 や 発 育 ，さ ら に 飼 育

環 境 に つ い て 理 解 し ま す 。  
・初 生 び な の 管 理 に つ い て 理 解 し

ま す 。  
・ニ ワ ト リ の 一 生 と 品 種 ，飼 育 方

法 と 飼 育 器 具・資 材 に つ い て 理 解

し ま す 。  
・家 畜 の 特 徴 を 知 り ，適 切 な 管 理

が 出 来 る よ う に な り ま す 。  
・卵 の 洗 卵 選 別 の 方 法 を 理 解 し ま

す 。（ １ 年 間 実 習 で 実 施 し ま す 。） 
・鶏 卵 の 構 造 と 各 部 の 名 称 を 理 解

し ま す 。  

・農 場 配 置 と 実 習 の

基 本 的 態 度 及 び 評

価 に つ い て 説 明 し

ま す 。  
・学 校 で 飼 育 さ れ て

い る 家 畜 の 品 種 を

お ぼ え ま す 。  
・有 精 卵 の ふ 化 を 学

び ま す 。 （ 採 卵 鶏 ） 
・ひ な の 管 理 を 学 び

ま す 。  
・用 具 や 器 具 の 使 用

と 実 習 中 の 危 険 防

止 に つ い て 学 び ま

す 。  
・ 大 び な の 管 理  
 
 

中 
間 
考 
査 
 
 
 
 
 
期  
末  
考  
査  

【課題・提出物等】  
授業プリントの取組状況を確認します。考査において，座学，実習での知識の定着状況を確認します。 

【第１学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
１ ．毎 時 間 の 学 習 に 取 り 組 む 意 欲 ・ 態 度（ 忘 れ 物 ・ 遅 刻 ・ 服 装 ・ 出 席 ）や 興 味 ・関 心 に つ い て ，

課 題 の 提 出 状 況 （ ノ ー ト ・ レ ポ ー ト ） と 定 期 考 査 等 の 成 績 な ど で 評 価 し ま す 。  
２ ． 実 習 を 伴 う 科 目 の た め ， 実 習 に お け る 興 味 ・ 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 等 を 時 間 毎 に 評 価 し ま す 。  

 
二  
 
学  
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 飼 育 の 基 礎 実 験  
 １  ひ な の 管 理  
 ２  行 動 観 察  
 ３  予 防 接 種  
 ４  と 殺 と 解 体  
 
 
 
・ 産 卵 鶏 の 管 理  
 １  食 性 と 消 化 生 理  
 ２  成 鶏 の 飼 料 給 与  
 ３  産 卵 生 理  
 ４  産 卵 と 環 境  
 
 
 
 
 

９  
 
 

 

 

10  
 
 

 

11  
 
 

 

 

12  
 
 
 

・ひ な の 特 徴 を 知 り ，適 切 な 育 成

管 理 技 術 を 習 得 し ま す 。  
・家 畜 の 行 動 を 観 察 し ，体 の つ く

り や 繁 殖 上 の 特 徴 を 理 解 し ，今 後

の 飼 育 に 役 立 て ま す 。  
・病 気 の 予 防 と 予 防 接 種 の 方 法 を

理 解 し ま す 。  
・鶏 の と 殺 と 解 体 実 習 か ら 消 化 器

の 位 置 と 形 態 を 観 察 し ，そ の 役 割

を 理 解 し ま す 。ま た ，生 と 死 に つ

い て 考 え さ せ ，「 食 」教 育 に つ な

げ ま す 。  
・繁 殖 や 産 卵 生 理 に つ い て 理 解 し

ま す 。  
・産 卵 と 環 境 の 関 わ り に つ い て 理

解 し ， 飼 育 環 境 に つ い て 考 え ま

す 。  
 

・ ふ 化 実 験  
（ 肉 用 鶏 ）  

・行 動 観 察 を と お し

て ，飼 育 管 理 を 学 び

ま す 。  
・鶏 卵 と 生 殖 器 の 観

察  
・飼 育 環 境 の 記 録 と

鶏 の 健 康 観 察  
・鶏 卵 の 鮮 度 の 見 分

け 方 の 実 験  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
中
間
考
査  
 
 
 
 
 
 
期
末
考
査  
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・ 鶏 卵 の 加 工 と 利 用  
  

 
 

・卵 の 品 質 や そ の 加 工 法 と 利 用 法

に つ い て 理 解 し ま す 。  
・ニ ワ ト リ の 解 体 実

習 を と お し て ，消 化

器 官 や 生 殖 器 官 に

つ い て 学 び ま す 。  

 

【課題・提出物等】 
授業プリントの取組状況を確認します。考査において，座学，実習での知識の定着状況を確認します。 

【２学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
１．毎時間の学習に取り組む意欲・態度（忘れ物・遅刻・服装・出席）や興味・関心について，課題の提出状況（ノー

ト・レポート）と定期考査等の成績などで評価します。 
２．実習を伴う科目のため，実習における興味・関心・意欲・態度等を時間毎に評価します。 

 
三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 

・ ブ ロ イ ラ ー の 飼 育 と 加 工  
 １  品 種 と 飼 育 方 法  
 ２  加 工 法  
・ プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 の ま と め  
第 4 章  
・ 環 境 調 査 の 方 法 と 環 境 の 保 全  
 
第 2 章  
私 た ち の く ら し と 農 業 ・ 農 村  
１  地 域 の 自 然 環 境 と 農 業  
２  日 本 の 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村  
３  今 後 の 課 題  
 

 
１  
 
 
 
２  
 
 
 
３  

・ブ ロ イ ラ ー の 品 種 と 飼 育 方 法 に

つ い て 理 解 し ま す 。  
・ブ ロ イ ラ ー の 加 工 方 法 に つ い て

理 解 し ま す 。  
・観 察 記 録 簿 を も と に パ ソ コ ン に

よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の ね ら

い を 理 解 し ま す 。  
・環 境 調 査 に つ い て の 調 査 方 法 や

研 究 を 行 い ， 地 域 の 農 業 と 自 然

環 境 の 関 係 を 理 解 し ま す 。  
・統 計 資 料 か ら 現 在 の 農 業 の 現 状

と 課 題 を 理  解 し ま す 。  
・農 業・農 村 の 役 割 と こ れ か ら の

課 題 を 理 解 し ，各 専 攻 に 向 け た プ

ロ ジ ェ ク ト 学 習 に 取 り 組 み ま す 。 

・家 庭 科 の 授 業 に お

い て ，解 体 し た ニ ワ

ト リ を 調 理 し ま す 。 
 
・１ 年 間 を と お し て

実 施 し た 授 業 の ま

と め を 行 い ，発 表 し

ま す 。  
 
・飼 育 環 境 や 自 然 環

境 に つ い て の 学 習 ，

ア ニ マ ル ェ ル フ ェ

ア に つ い て 考 え ま

す 。  
 

 
 
 
 
学 
年 
末 
考

査 

【課題・提出物等】 
授業プリントの取組状況を確認します。考査において，座学，実習での知識の定着状況を確認します。 

【三学期の評価方法】 
 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
１．毎時間の学習に取り組む意欲・態度（忘れ物・遅刻・服装・出席）や興味・関心について，課題の提出状況（ノー

ト・レポート）と定期考査等の成績などで評価します。 
２．実習を伴う科目のため，実習における興味・関心・意欲・態度等を時間毎に評価します。  

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  
 1 学 期 の 成 績 ， ２ 学 期 の 成 績 及 び ３ 学 期 の 成 績 を 総 合 し ， 年 間 の 学 習 成 績 と し ま す 。  

  
 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

評価の観点及び内容 評価方法 
 

 
知 識 ・ 技 能  

 
 

・ 農 業 と 環 境 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 を 習 得 し ,
そ れ ぞ れ の 農 業 生 産 物 の 特 性 と そ れ を 取 り 巻

く 栽 培 ・ 飼 育 環 境 と の 関 係 を 理 解 し て い る か 。  
・ 農 業 と 環 境 に 関 す る 基 礎 的 な 技 術 を 習 得 さ

せ ，プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 の 中 で 適 切 に 生 か す こ と

が で き る か ｡  

・ 定 期 考 査  
・ 発 言 （ 表 現 ）  
・ 観 察 記 録 簿 の 記 入  
・ 行 動 観 察  
・ 実 技  

 
 

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  
 

 

・農 業 に つ い て 科 学 的 な 思 考 と 問 題 解 決 能 力 を

身 に 付 け ，日 々 の 観 察 記 録 簿 や 資 料 等 を 使 っ て

調 査 し た こ と の 中 か ら 分 析 し ,考 察 す る 。環 境 調

査 を 行 い ，栽 培・飼 育 上 の 課 題 を 合 理 的 に 判 断 ,
日 々 の 観 察 記 録 簿 の 中 で の ス ケ ッ チ を 利 用 し

た 観 察 や 考 察 が 正 し く 表 現 す る こ と が で き る

か ｡  

・ 観 察 記 録 簿 の 記 入  
   （ 観 察 ,考 察 等 ）  
・ 定 期 考 査  
・ 発 言 （ 表 現 ）  
・ 行 動 観 察  
・プ ロ ジ ェ ク ト 発 表 時 の

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン  
 

主 体 的 に 学 習 に  
取 り 組 む 態 度  

 

・農 業 と 環 境 に つ い て の 興 味・ 関 心 を 持 ち ，プ

ロ ジ ェ ク ト 学 習 に 主 体 的 に 取 り 組 み ,課 題 解 決

に 向 け て 積 極 的 活 科 学 的 に 取 り 組 も う と す る

実 践 的 な 態 度 を 身 に 付 け て い る か ｡  

・ 行 動 観 察  
・ 観 察 記 録 簿 の 記 入  
・ 発 言 （ 表 現 ）  
・ 定 期 考 査  

【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････ ･･Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････ ･･Ｃ  
 

 

－4－



 
 

 
３ 担当者からのメッセージ  

 
             
確かな学力を身に付ける

た め の ア ド バ イ ス  
 

（ １ ） 教 科 書 を 読 む な ど し ， 予 習 ・ 復 習 を し ま し ょ う 。  
（ ２ ） 授 業 担 当 者 の 指 示 を よ く 聞 き ， 指 示 さ れ た 内 容 に 集 中 し て 取 り 組

む 姿 勢 を 持 ち ま し ょ う 。  
（ ３ ） 地 域 の 農 業 の 状 況 を 観 察 し ， 学 校 農 場 と 比 較 し ， 異 な る 点 に つ い

て は 調 べ て み ま し ょ う 。  
（ ４ ） 授 業 や 実 習 中 に 疑 問 に 思 っ た こ と が あ れ ば 積 極 的 に 質 問 し ま し ょ

う 。  
（ ５ ） 興 味 ・ 関 心 を 持 つ こ と が 大 事 で す 。 自 分 た ち が 日 頃 ， 口 に し て い

る 食 材 に つ い て 関 心 を 持 ち ま し ょ う 。  
 
 授 業 を 受 け る に 当 た っ  
て 守 っ て ほ し い 事 項  

 

教 科 書 と ノ ー ト を 忘 れ ず に 準 備 し ま し ょ う 。 ま た ， 実 習 を 伴 う た め ，

実 習 着 な ど の 忘 れ 物 が な い よ う 事 前 準 備 に 気 を 配 り ま し ょ う 。 授 業 中 は

私 語 を 慎 み 先 生 の 指 示 に し っ か り と 従 い ま し ょ う 。 レ ポ ー ト や ノ ー ト な

ど の 提 出 物 は 期 限 を 守 っ て し っ か り と 整 理 し 提 出 し ま し ょ う 。  
 

 
 

そ の 他  
 
 

(1)畜 舎 等 で の 調 査・観 察 ，記 録 ，教 室 で の 講 義 ，レ ポ ー ト 作 成 ，グ ラ フ

作 成 な ど 様 々 な 形 態 の 学 習 を し ま す 。 教 材 ・ 教 具 を 忘 れ な い こ と が 大

切 で す 。 事 前 に 連 絡 を と り ま し ょ う 。  
(2)実 習 で は ，危 険 を 伴 う 場 合 が あ り ま す 。指 示 を よ く 聞 い て 理 解 し ，実

習 に 取 り 組 み ま し ょ う 。  
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（ 新 課 程 用 ）

総 合 実 習 単 位 数 ３ 単 位

（ 部 門 別 ロ ー テ ー シ ョ ン ）

学科・学年 農 林 技 術 科 ・ 第 １ 学 年

１ 学習到達目標等

(1)体 験 的 な 学 習 を 通 し て ， 総 合 的 な 知 識 と 技 術 を 習 得 し ま す 。

学習の到達目標 (2)専 攻 に お い て の 内 容 理 解 を 深 め ， 基 礎 的 専 門 分 野 の 知 識 や

実 技 な ど 実 践 的 な 能 力 と 態 度 を 育 て ま す 。

使用教科書・副教材等 実 験 実 習 ノ ー ト

２ 学習計画及び評価方法等

（１）学習計画等

学 単 元 名 月 学 習 の ね ら い 備 考 考

期 学 習 内 容 評 価 規 準 (学習活動の特記事項 他) 査

一 (1)時 間 内 総 合 実 習 ４ ・ 農 林 業 の 各 分 野 の 基 本 的 な 作 ・ レ ポ ー ト の 書 き 方 と 整

・ 大 家 畜 → 林 業 → 食 品 加 業 管 理 ・ 技 術 を 学 び ， 専 門 的 知 理 法 に つ い て 学 び ま

学 工 → 地 域 資 源 活 用 の ロ ー ５ 識 ・ 技 術 を 学 び ま す 。 す 。

テ ー シ ョ ン ・ 農 林 館 販 売 を 通 し て 生 産 物 評 ・ 実 技 テ ス ト の 実 施 に

期 (2)時 間 外 総 合 実 習 ６ 価 に つ い て 学 び ， 販 促 技 術 の 向 つ い て 学 び ま す 。

専 攻 別 で の 学 習 上 や 地 域 交 流 で 社 会 性 ・ 指 導 性 ・ 各 種 競 技 会 へ 参 加 す

・ 大 家 畜 ・ 中 小 家 畜 ７ を 身 に 付 け ま す 。 る 態 度 を 養 い ま す 。

・ 園 芸 ・ 林 業 ・ 農 業 ク ラ ブ 各 種 競 技 の 校 内 選 考 ・ 生 産 物 の 販 売 を 行 い ，

・ 食 品 加 工 を 通 し て ， 意 欲 向 上 と 農 業 に 関 す 接 客 な ど を 学 び ま す 。

る 知 識 を 深 め ま す 。

【課題・提出物等】

・ 毎 回 の 総 合 実 習 の レ ポ ー ト 提 出 ・ 意 見 発 表 原 稿 提 出

【第１学期の評価方法】

・ 出 席 点 ・ 毎 回 の 実 習 態 度 ・ 毎 回 の レ ポ ー ト 提 出 ・ 校 内 農 業 鑑 定 競 技

・ 意 見 発 表 へ の 積 極 的 参 加 と 結 果
※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

二 (1)時 間 内 総 合 実 習 ９ ・ 農 林 業 の 各 分 野 の 基 本 的 な 作 ・ 各 種 競 技 へ 参 加 す

・ 大 家 畜 → 林 業 → 食 品 加 業 管 理 管 理 ・ 技 術 を 学 び ， 専 門 る 態 度 を 養 い ま す 。

学 工 → 地 域 資 源 活 用 の ロ ー 10 的 知 識 ・ 技 術 を 学 び ま す 。 ・ 生 産 物 の 販 売 を 行

テ ー シ ョ ン ・ 産 業 現 場 で の 総 合 的 な 実 習 を い ， 接 客 な ど を 学 び

期 (2)時 間 外 総 合 実 習 11 通 し て ， 農 業 生 産 工 程 管 理 や マ ま す 。

専 攻 別 で の 学 習 ー ケ テ ィ ン グ ， 労 働 管 理 の 手 法

・ 大 家 畜 ・ 中 小 家 畜 12 等 を 学 び ま す 。
・ 園 芸 ・ 林 業 ・ 食 品 加 工

【課題・提出物等】

毎 回 の 総 合 実 習 の レ ポ ー ト 提 出

【２学期の評価方法】

・ 出 席 点 ・ 毎 回 の 実 習 態 度 ・ 毎 回 の レ ポ ー ト 提 出
※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

三 (1)時 間 内 総 合 実 習 １ ・ 農 林 業 の 各 分 野 の 基 本 的 な 作 ・ ２ 年 生 へ の 専 攻 を 決

・ 大 家 畜 → 林 業 → 食 品 加 業 管 理 ・ 技 術 を 学 び ， 専 門 的 知 め る た め の 最 終 の 学 習

学 工 → 地 域 資 源 活 用 の ロ ー ２ 識 ・ 技 術 を 学 び ま す 。 に な り ま す 。

テ ー シ ョ ン ・ 自 主 的 ， 主 体 的 な 活 動 を 通 し ・ 生 産 物 の 販 売 を 行 い ，
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期 (2)時 間 外 総 合 実 習 ３ て ， 活 動 過 程 の デ ー タ や 結 果 の 接 客 な ど を 学 び ま す 。

専 攻 別 で の 学 習 記 録 を 分 析 し て 考 察 ， 検 証 す る

・ 大 家 畜 ・ 中 小 家 畜 力 を 身 に 付 け ま す 。
・ 園 芸 ・ 林 業 ・ 食 品 加 工

【課題・提出物等】

毎 回 の 総 合 実 習 の レ ポ ー ト 提 出

【３学期の評価方法】

・ 出 席 点 ・ 毎 回 の 実 習 態 度 ・ 毎 回 の レ ポ ー ト 提 出
※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。

【年間の学習状況からの評価方法】

※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。

（２）評価の観点，内容及び評価方法

学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。

評価の観点及び内容 評価方法

・ 各 専 攻 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 と 技 術 を 身 に 日 本 農 業 技 術 検 定

知 識 ・ 技 能 つ け ， 特 性 と 社 会 環 境 の 関 係 や 育 成 の 過 程 等 レ ポ ー ト

を 理 解 し て い る か 。

・ 管 理 の 記 録 を 分 析 す る な ど 課 題 を 多 面 的 に レ ポ ー ト

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 考 察 し て い る か 。 意 見 発 表

・ 見 出 し た 課 題 を 科 学 的 に と ら え て 合 理 的 に

解 決 す る 実 践 的 な 能 力 を 身 に つ け て い る か 。

・ 各 専 攻 学 習 に 興 味 ・ 関 心 を 高 め て い る か 。 プ ロ ジ ェ ク ト 発 表

主 体 的 に 学 習 に ・ 各 専 攻 に 関 す る プ ロ ジ ェ ク ト を 主 体 的 に 行 農 業 鑑 定 競 技

取 り 組 む 態 度 う な ど 課 題 の 探 求 に 意 欲 的 に 取 り 組 む と と も レ ポ ー ト

に ， そ の 課 題 を 科 学 的 に と ら え て 合 理 的 に 解

決 し よ う と す る 実 践 的 な 態 度 を 身 に つ け て い

る か 。

【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】

「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････ ････Ａ

「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ

「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････ ････Ｃ

３ 担当者からのメッセージ

確かな学力を身に付 ・ 農 業 技 術 検 定 を 繰 り 返 し 勉 強 し ， 合 格 の 目 標 を 持 っ て 真 剣 に 取 り 組 ん

ける た め の ア ド バ で く だ さ い 。

イ ス ・ 授 業 で 学 ん だ 事 を レ ポ ー ト に 書 き と め ， 積 極 的 に 質 問 し て 下 さ い 。

・ 授 業 は チ ャ イ ム と 同 時 に 始 め ま す の で ， 時 間 厳 守 で 集 合 し て 下 さ い 。

授 業 を 受 け る に 当 ・ 実 験 ・ 実 習 の 際 は 道 具 な ど の 取 り 扱 い に は 万 全 の 注 意 を し て 下 さ い 。

た っ て 守 っ て ほ し ・ 授 業 の 最 後 は 後 片 付 け を し っ か り し て 下 さ い 。

い 事 項 ・ 校 外 で の 実 習 等 で は マ ナ ー を し っ か り と 守 っ て 下 さ い 。

・ 総 合 実 習 を 通 し て ， 基 本 的 な 知 識 の 習 得 か ら 専 門 的 な 知 識 の 理 解 を 深

そ の 他 め ま し ょ う 。

・ 農 家 や 企 業 な ど の 訪 問 を 通 し て ， 地 域 と の 関 わ り を 深 め ， 地 域 農 業 を 活

性 化 し ま し ょ う 。

・ プ ロ ジ ェ ク ト 発 表 や 農 業 鑑 定 競 技 等 の 各 種 競 技 大 会 に 積 極 的 に 参 加

し ， 自 ら の 力 を 発 揮 し ま し ょ う 。
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（ 新 課 程 用 ）  

 

農業と情報  

 
単 位 数 

 
３ 単 位  

 
 
学科・学年 

 

 
農 林 技 術 科 ・ 第 １ 学 年  

 
 
１ 学習到達目標等  

学習の到達目標 
 

(1)  情 報 及 び 情 報 技 術 を 活 用 す る た め の 知 識 と 技 能 の 習 得 を 通 し て ，情 報

に 関 す る 科 学 的 な 見 方 や 考 え 方 を 養 い ま す 。  

(2)  社 会 の 中 で 情 報 及 び 情 報 技 術 が 果 た し て い る 役 割 や 影 響 を 理 解 さ せ ，

情 報 化 の 進 展 に 主 体 的 に 対 応 で き る 能 力 と 態 度 を 身 に つ け ま す 。  

使用教科書・副教材等 教 科 書 ： 実 教 出 版 「 農 業 と 情 報 」  

副 教 材 ： ビ ジ ネ ス 文 書 実 務 検 定 模 擬 試 験 問 題 集 （ ３ 級 ）  
 
２ 学習計画及び評価方法等 
 （１）学習計画等  

 
学 
期 

 
単  元  名  

学  習  内  容  

 
月 

 

 
学  習  の  ね  ら  い  

評  価  規  準  

 
    備 考   
(学習活動の特記事項 他)  

 
考 
査 

 

一  
 
学 
 
期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１  生 活 と 農 業 の 情 報 化  

 ア  生 活 と 情 報  

 イ  モ ラ ル と セ キ ュ リ テ ィ  

 ウ  農 業 を 支 え る 情 報  

 

２  情 報 の 基 礎  

 ア  コ ン ピ ュ ー タ の し く み と

利 用  

 イ  ネ ッ ト ワ ー ク  

 

３  コ ン ピ ュ ー タ に よ る 情 報 の

活 用  

 
 

４  

 
５  
 
６  
 
 
７  
 
 
 
 
 

・ ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 に つ い て 理

解 し ま す 。  

・ 情 報 の 種 類 と そ の 表 現 方 法 を

理 解 し ま す 。  

・情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 概 要 ，

種 類 と 特 徴 を 理 解 し ま す 。  

 

・ コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 に つ い て

理 解 し ま す  

・ 日 本 語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ の 特

徴 と 機 能 を 理 解 し ま す 。  

 

・ 日 本 語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ の 操

作 方 法 を 身 に つ け ま す 。  
 

 

 
 

 
全 商 ビ ジ ネ ス 文 書

実 務 検 定 (３ 級 ）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 
間 
考 
査 
 
 
 
期  
末  
考  
査  

 
【課題・提出物等】  

配 布 プ リ ン ト ， 実 技 の 印 刷 物 ， ノ ー ト  
【第１学期の評価方法】 

１  毎 時 間 の 学 習 時 間 へ の 取 り 組 む 態 度 や 課 題 の 提 出 状 況 と 定 期 考 査 等 の 成 績 や 小 テ ス ト な

ど で 評 価 し ま す 。  

 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
 
二  
 
学  
 
期  
 
 

 
ア  日 本 語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ の

利 用   

 

 イ  表 計 算 ソ フ ト の 利 用  

 

  
 

９  
 
10  
 
11  
 
12  
 
 
 

・ 検 定 試 験 に 向 け て の 実 技 演 習

を 行 い ま す 。  

 

 

 

・ 表 計 算 ソ フ ト の 特 徴 と 機 能 を

理 解 し ま す 。  

 

・ 表 計 算 ソ フ ト の 利 用 方 法 を 身

に つ け ま す  
 

 
  
 
全 商 ビ ジ ネ ス 文 書

実 務 検 定 (３ 級 ）  

 
 

 
中
間
考
査  
 
期
末
考
査  
 

【課題・提出物等】  
配 布 プ リ ン ト ， 実 技 の 印 刷 物 ， ノ ー ト  

【２学期の評価方法】 
１  毎 時 間 の 学 習 時 間 へ の 取 り 組 む 態 度 ， 検 定 試 験 に 向 け て の 実 技 の 成 果 ， 課 題 の 提 出 状 況

と 定 期 考 査 等 の 成 績 な ど で 評 価 し ま す 。  

 ※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 
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三 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 

ウ  プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト

の 利 用  
 
 
 
 

１  
 
２  
 
３  

・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ

ェ ア の 基 本 操 作 を 理 解 し ま す 。  

 

・ 学 校 紹 介 プ レ ゼ ン を 作 成 し ま

す 。  
 

 
 
 
 
 

学 
年 
末 
考

査 

【課題・提出物等】  
配 布 プ リ ン ト ， 実 技 の 印 刷 物 ， ノ ー ト  

【三学期の評価方法】 
 １  毎 時 間 の 学 習 時 間 へ の 取 り 組 む 態 度 や 課 題 の 提 出 状 況 と 定 期 考 査 等 の 成 績 や 小 テ ス ト な

ど で 評 価 し ま す 。  

※学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し評価する。学期末において，観点ごとの総括的評価を行う。 

【年間の学習状況からの評価方法】 
 ※各学期末における観点別評価を基に，それを総合して学年末に５段階の評定にまとめる。  

  
 （２）評価の観点，内容及び評価方法 
  学習状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で評価します。 

 
評価の観点及び内容 

 
評価方法 

 
知 識 ・ 技 能  

農 業 情 報 処 理 の 基 本 的 な 知 識 と 基 礎 的 な 技

術 を 身 に つ け て い る 。  
学 習 活 動 の 取 組 ,毎 時 間

の フ ァ イ ル 提 出  
定 期 考 査  

 
思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  

基 本 的 な 操 作 や 技 術 を 理 解 し て ，そ れ ら を 状 況

に 応 じ て 創 造 的 に 考 え て ， 利 用 ・ 表 現 で き る 。 
学 習 活 動 の 取 組 ，毎 時 間

の フ ァ イ ル 提 出  
定 期 考 査  

主 体 的 に 学 習 に  
取 り 組 む 態 度  

ワ ー プ ロ や 表 計 算 ，プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト

の 学 ん だ 技 術 を 総 合 的 に 活 用 す る と と も に ，資

格 取 得 な ど に 主 体 的 に 取 り 組 ん で い る 。  

学 習 活 動 の 取 組  
資 格 取 得  
 

 
【 観 点 別 学 習 状 況 の 評 価 】  
 「 十 分 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･･･････ ･･Ａ  
 「 お お む ね 満 足 で き る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････Ｂ  
 「 努 力 を 要 す る 」 状 況 と 判 断 さ れ る も の ･････････ ･･Ｃ  
 

 
３ 担当者からのメッセージ  

 
 確かな学力を身に付ける  
  た め の ア ド バ イ ス  

①  積 極 的 に 取 り 組 み ま し ょ う  
②  資 格 取 得 に 向 け て 放 課 後 な ど も 自 主 的 に チ ャ レ ン ジ し よ う 。  
③  授 業 を し っ か り 聞 き ， 重 要 な 文 章 に は 赤 線 を 引 く 。  
④  分 か ら な い と こ ろ は そ の ま ま に せ ず ， 先 生 に 聞 き に く る 。  

 
 授 業 を 受 け る に 当 た っ  
て 守 っ て ほ し い 事 項  

①  座 学 で は 始 ま り の チ ャ イ ム で 着 席 し て お く こ と 。  
②  積 極 的 に 発 言 す る こ と 。  
③  実 技 で は ， 先 生 の 注 意 や 指 示 を 厳 守 す る こ と 。  
④  服 装 は 正 し く 着 用 す る こ と 。  

 
 

そ の 他  
 

①  様 々 な ソ フ ト ウ ェ ア の 基 本 的 な 技 術 を 主 体 的 に 学 び ， 活 用 で き る よ

う に し よ う 。 ま た ， 資 格 取 得 に も 積 極 的 に 参 加 し ま し ょ う 。  

②  情 報 モ ラ ル や セ キ ュ リ テ ィ を 十 分 に 理 解 し ， 社 会 に お け る 情 報 を 正

し く 活 用 で き る よ う に し よ う 。  
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